
ディノウ 

令和３年８月５日 
茨城県科学技術振興課 

 茨城県では、宇宙ベンチャーの創出及び県内企業の宇宙ビジネス分野への新規参入
を促進するため、「いばらき宇宙ビジネス創造拠点プロジェクト」を立ち上げ、 
本県における宇宙ビジネスの展開を後押ししています。 
 

 この度、補助事業を公募し、外部有識者等による審査を行った結果、２社の事業

の助成を決定しました。本事業を契機に、本県発の宇宙ビジネスが国内外に展開され
ていくように支援してまいります。 

茨城県 
IBARAKI  Prefectural Government 
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令和３年度いばらき宇宙ビジネス支援事業の 
補助事業（２社）を決定しました！ 

 

宇宙旅行等における放射線の健康影響を評価する 
自動DNA損傷評価装置の開発 

 

○事業概要 
 ・宇宙旅行等では放射線被ばくが課題となるが、 
  現在は血液からの放射線影響評価では大掛かり 
  な設備が必要であるため、現場で迅速に評価 
  できる装置を開発する 
 ・茨城大学発ベンチャー 
 

○補助額：3,939千円 

(株)Dinow（本社：水戸市） 

 

安定した高高度気球運用を行うためのコントロールシステムの開発 
 

○事業概要 
 ・気球を活用した成層圏での観測・実験・有人飛行 
  等の安定したサービス提供を目指し、その基礎と 
  なるシステムを開発する 
 ・2020年10月から、高高度気球による宇宙撮影 
  事業を開始している 
 

○補助額：4,000千円 

スペース・バルーン(株)（本社：水戸市） 

■お問合せ先 
 茨城県科学技術振興課 特区・宇宙プロジェクト推進室 
  担当：鳥羽、寺杣（てらそま）、林（TEL：029-301-2515） 

同社が茨城県沖上空32,000mで撮影した 
有人飛行キャビンのミニチュアモデル 


